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今年6月に改定した主な取組の進捗状況について



取組の進捗状況について

改定前の取組 改定後の取組 取組状況
・水害対応タイムラインにつ
いて、概ね５年を⽬標に作成

・水害対応タイムラインについて、令和２年
度を⽬標に作成

全市町村
作成済

・想定最⼤規模降⾬を対象と
した浸水想定区域図やハザー
ドマップの⾒直しを概ね５年
を⽬標に実施

・ハザードマップの⾒直しを令和２年度を⽬
標に実施

18市町
実施済

・要配慮者利⽤施設における
避難確保計画を概ね５年を⽬
標に作成

・要配慮者利⽤施設における避難確保計画を
令和３年度を⽬標に作成 作成中

―
・わたしの避難⾏動（マイマップ・マイタイ
ムライン等）に係る取組を実施

25市町村
実施済

― ・ダム放流情報に係るホットライン等を改善 実施済
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◇中小河川（水位周知河川）におけるタイムライン※の整備
（県・市町村）
○ これまで洪水予報河川（相模川・酒匂川）沿川で整備してきたが、
水位周知河川（県内85河川）に取組を拡⼤

【令和2年度まで】
・水位周知河川がある
31市町村で整備完了
し、令和２年度⽬標
を達成

【課題】
・検証を⾏い、必要に
応じて⾒直しを実施
する必要がある

横浜市タイムライン

取組の進捗状況について

4※関係機関が連携して災害時に発⽣する状況を予め想定し、「いつ」、「誰が」、「何をするか」に着⽬し、⾏動とその
実施主体を時系列で整理した計画。



◇ 洪水ハザードマップの作成・公表について（市町村）
○今年4⽉末に⾒直しが必要な108河川すべてにおいて、洪水浸水想定
区域図を作成（県）
○ 想定最⼤規模降⾬における洪水浸水想定区域図に基づく洪水ハザー
ドマップの⾒直しを実施 （市町村）

【令和2年度まで】
・対象となる32市町村
（町田市含む）のうち、
18市町（R1.11:12市町）
で実施済

【課題】
・未実施の市町村において
洪水ハザードマップの
⾒直しを実施する必要がある

取組の進捗状況について
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取組事例紹介
◇ 洪水ハザードマップの改定・さがみはら防災マップの
公開について（相模原市）

○洪水ハザードマップを想定最⼤規模の降⾬による浸水想定区域等を⽰したものに
改定するとともに、各種ハザードマップや避難所等の防災情報を一元的に表⽰する
ことを可能にした「さがみはら防災マップ」を公開
【令和２年度】
・９⽉ 串川・道志川の洪水ハザードマップを改定

（市内全ての洪水予報河川・水位周知河川のハザードマップの改定が完了）
・10⽉ さがみはら防災マップを市ホームページ上に公開

【今後の予定】
・ハザードマップやさがみはら防災マップを活⽤した講習・訓練等を開催し、
住⺠の防災意識の向上を図っていく

洪水ハザードマップ

さがみはら防災マップ

さがみはら防災マップ
ＱＲコード 6
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令和２年７月豪⾬による被害 資料︓国⼟交通省



8

令和２年７月豪⾬による被害 資料︓国⼟交通省
令和２年8⽉25日時点

災害などで被害を受けた主な⾼齢者利⽤施設



○ 市町村の地域防災計画に記載された要配慮者利⽤施設における避難確保計
画の作成を促進・支援（市町村）
○ 市町村の取組に対し、各所管部局
で、必要な情報提⽰などの支援（県）

◇ 避難確保計画の作成について

要配慮者利⽤施設における避難確保計画の作成等の進捗状況（R2.10）

取組の進捗状況について

市町村
地域防災計画に要配
慮者利用施設が定め
られているか

対象施設数
避難確保計画作
成済施設数

計画に基づく訓
練実施済施設数

全体 4,223 2,683 314

横浜市 ○ 1393 1192
川崎市 ○ 1718 750
相模原市 ○ 59 57 6

横須賀市 × 0 0 0
平塚市 ○ 328 263
鎌倉市 × 0 0 0
藤沢市 ○ 72 46 25
小田原市 ○ 146 97 97
茅ヶ崎市 ○ 109 103 73
逗子市 × 0 0 0
秦野市 ○ 32 24 24
厚木市 ○ 198 71 71
大和市 ○ 18 9 0

伊勢原市 × 0 0 0
海老名市 ○ 70 45 0
座間市 ○ 18 3 0
南足柄市 ○ 29 8 8
綾瀬市 × 0 0 0
葉山町 ○ 4 3 0
寒川町 ○ 6 6 4
大磯町 × 0 0 0
二宮町 × 0 0 0
中井町 × 0 0 0
大井町 ○ 6 1 1

松田町 ○ 17 5 5
山北町 × 0 0 0
開成町 × 0 0 0
箱根町 × 0 0 0
湯河原町 × 0 0 0
愛川町 × 0 0 0
清川村 × 0 0 0

【令和2年度まで】
・要配慮者利⽤施設の地域防災
計画への記載を継続

・作成対象施設に向けて説明会
等の実施を継続

【避難計画を作成されない理由】
・作成義務を認知していない
・作成ノウハウがない 等
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◇ 避難確保計画の作成促進について（横浜市）
○避難確保計画作成促進のため、関係機関と連携した啓発を⾏っています。
【令和元年度まで】
本市防災計画の修正に伴い、新たに対象となった要配慮者利⽤施設に対して、
参加者と計画を一緒に作成する「講習会」形式での説明会を例年⾏っています。
また、県や市の施設所管部署の指導監査等の機会をとらえて、計画の作成及び
訓練実施の啓発を⾏うほか、本市独⾃に計画の作成マニュアルを作り、施設へ
周知しています。

【今年度】
令和３年１⽉19日から１⽉21日までの３日間において、計画未作成施設に対
して作成説明会を⾏う予定です。コロナ禍により参加を控える施設があること
を考慮し、作成マニュアルを動画化し、ホームページへアップロードする予定
です。
【作成数について（令和２年６月30日時点）】

作成済施設数 対象施設数 作成率

県所管施設 128 203 63%

本市所管施設 1983 2272 87%

全体 2111 2475 85%

取組事例紹介



◇ わたしの避難⾏動(マイマップ・
マイタイムライン※等)について

○ 住⺠一⼈ひとりが⾃らの避難⾏動を確認
し、⾃律的な避難⾏動を促すことを⽬的
とした取組「わたしの避難⾏動」の実施
（市町村）
○ 市町村の取組に対し、必要な情報提⽰や
説明会への参加などの支援（県）

【令和２年度まで】
・25市町村 にて取組を実施

【課題】
・取組事例を共有し、取組をいっそう
促進する必要がある

取組状況（R2.9時点）

取組の進捗状況について

11
※住⺠一⼈ひとりのタイムラインで、台⾵等で河川水位が上昇する時、
⾃分⾃⾝がとる防災⾏動を時系列的に整理・まとめるもの。

HP 配布 講座等
広報や防災
マップ等掲載

訓練やイベ
ントで啓発

動画
作成

作成ガイ
ドブック

横浜市 R2.9 ー ○ ー ー ○ ー 風水害リーフレット等
川崎市 R2.3 ー ○ ○ ー ○ ○ 防災啓発タブロイド紙
相模原市 R1.12 ー ○ ○ ー ○ ○
横須賀市 ー ー ー ○ ー ー ー
平塚市 R1.9 ー ー ー ○ ー ー
鎌倉市 R2.5 ー ー ー ー ー ー
藤沢市 R2.8 ー ー ー ー ー ー
小田原市 R2.8 ○ ○ ○ ー ー ー
茅ヶ崎市 H30.10 ー ○ ー ー ー ー
逗子市 ー ー ○ ー ー ー ー
秦野市 R1.8 ー ○ ー ー ー ー
厚木市 ー ー ー ー ー ー ー 防災ポケットブック
大和市 R2.8 ー ○ ー ー ー ー
伊勢原市 ー ー ー ー ー ー ー
海老名市 R2.3 ー ○ ー ○ ー ○
座間市 ー ー ー ー ー ー ー
南足柄市 R1.7 ー ○ ー ー ー ー
綾瀬市 ー ー ○ ー ー ー ー
葉山町 R2.3 ○ ー ○ ー ー ー
寒川町 R1.12 ー ー ー ー ー ー
大磯町 ー ー ー ー ー ー ー
二宮町 R2.5 ○ ー ○ ー ー ー
中井町 ー ー ー ー ー ー ー
大井町 ー ー ー ー ー ー ー

松田町 ー ー ー ー ー ー ー 避難に関するチェック
リスト

山北町 ー ー ー ー ー ー ー
開成町 R2.8 ー ー ○ ー ー ー
箱根町 ー ー ー ー ー ー ー
湯河原町 ー ー ー ○ ー ー ー
愛川町 R1.10 ー ー ○ ー ー ー

清川村 ー ー ー ー ー ー ー 自宅でハザードマップ
を確認訓練実施

町田市 R1.12 ○ ○ ー ー ー ー

市町村名 その他
マイタイムライン



取組事例紹介
◇ マイ・タイムラインについて（横浜市）
○一⼈ひとりの居住環境等に合わせた避難⾏動（分散避難）を、あらかじめ時系列
で整理しておく「マイ・タイムライン」の作成について、リーフレットの配布や
動画配信、市⺠防災センターの⾵水害体験ツアー等を通じて周知しています
【令和２年度】（11月末時点）
ア マイ・タイムライン制作、本市ウェブサイトへの掲載（６⽉）
イ マイ・タイムライン動画化の作成、動画配信サイトへの掲載（７⽉）
ウ ⾵水害リーフレットを活⽤した研修の実施（11⽉末時点︓９団体申し込み）
エ 横浜市⺠防災センターにおける⾵水害体験ツアー（11⽉末時点︓240⼈実施）
【今度の予定】
令和３年度以降も上記取組事項を継続して実施

研修の様子 12



取組事例紹介
◇ マイ・タイムライン出前授業について（相模原市）
○ 令和元年東日本台⾵を教訓にした防災教育のため、市内の⼩学校で、
市職員が講師となり、マイ・タイムラインを作成する出前授業を実施

【令和２年度】
・１０⽉ 相模原市⽴田名⼩学校において実施（４年⽣ 125名参加）

【今後の予定】
・今年度中に、他の⼩学校2校・中学校1校で実施予定

出前授業の様子児童向けマイ・タイムラインシートとシール 13



◇ ダム放流情報に係るホットラインについて
○ 昨年６⽉に構築したホットラインについて、昨年10⽉の城山ダムの
緊急放流における流域市町との情報の受伝達の課題を踏まえ改善

【改善①】最新の情報を、迅速かつ正確な情報の
共有のため、ＬＩＮＥＷＯＲＫＳの導入

LINEWORKS等によるダムホットラインの改善

【改善③】情報量を増やすとともに、
しっかり伝わるよう伝達内容の⾒直し

【改善②】受伝達者、伝達方法及び
項⽬を整理するなど、運⽤体制の⾒直し

取組の進捗状況について
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城山ダムの洪水調節に係るダム操作方法の⾒直しについて

○ 計画規模を超える降⾬が予測される場合、「特例操作」を⾏うことに
より、ダムの水位上昇を抑制し、洪水調節容量を確保する。
・洪水調節開始後の放流量について、流⼊量を超えない範囲でゲートの放
流能⼒の限度量まで引き上げ
・最⼤放流量の引き上げ（3,000㎥/s→3,400㎥/s）
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城山ダムでの事前放流の導入について
○ これまでは、予備放流を⾏い、事前に水位を下げて洪水調節容量を確
保していたが、計画規模を超える降⾬が予測される場合、事前放流を⾏
うことにより、更に洪水調節容量を確保する。
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酒匂川水系治水協定について

二級水系の酒匂川水系で、河川管理者、ダム管理者及び関係利水者間で、
治水協定を締結し、事前放流の運⽤を開始。三保ダムでは、基準降⾬量
以上の降⾬が予測される場合、事前放流で洪水調節容量が従来の約1.5倍
となる。
既存ダム 有効貯水容量

（万㎥）
洪水調節容量
（万㎥）

洪水調節可能容量
（万㎥）

基準降⾬量
（mm/24h）

三保ダム 5,450 1,000 522※ 560
玄倉ダム 4.3 0 0 -
熊木ダム 4.8 0 0 -
⼤又沢ダム 1.3 0 0 -

※ 洪水流量である800㎥/sを放流可能な水位までの容量。

◇酒匂川水系治水協定について
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流域治水プロジェクトについて



流域治水プロジェクトについて
◇ 流域治水について

資料︓国⼟交通省
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流域治水プロジェクトについて
◇ 流域治水プロジェクトについて
〇一級水系（多摩川、鶴⾒川、相模川）
・国が主体となり、河川管理者及び流域市町村が参画する「流域治水協議会」を
⽴上げて、「流域治水プロジェクト」の策定を進めている。

・今後、今年度末までに公表する予定。

〇二級水系
・国は、一級水系での取組を参考のうえ、二級水系についても
流域治水プロジェクトを段階的に策定・公表することとしている。

＜進め方＞
・河川整備計画（策定予定含む）に基づき整備予定の全国400水系程度で策定する。
１．先⾏して令和２年中（予定）に公表する10水系

（県内）→ 引地川で策定中
２．既に流域対策等を実施している100水系において、令和３年概算要求前に公表

（県内）→ 境川、酒匂川等で策定予定
３．残りの水系において、令和３年度末に公表

（県内）→ 残りの水系で策定予定
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防災・減災、国土強靭化のための５か年
加速化対策について

引⽤︓国⼟交通省記者発表資料（R2.12.11)



防災・減災、国土強靭化のための５か年加速化対策について

資料︓国⼟交通省

引⽤︓国⼟交通省記者発表資料（R2.12.11)

9.4兆円程度（政府全体 15兆円）
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